
港湾関係手続の簡素化・迅速化の取組

平成19年2月22日

国土交通省 港湾局

平成19年2月22日

交通政策審議会

第22回港湾分科会

資料５



1

ＦＡＬ条約対応
（国際海上交通簡易化条約）

（平成17年11月1日）

各官庁統一申請様式（FAL様式）

の採用

入港前手続様式の策定

入出港届等の項目を簡素化

システムによる電子申請についても

入力項目の簡素化等を実施

関税法、港湾法、港則法等の改正

申請情報の反復利用（平成18年3月）

港湾EDIシステム利用者はNACCSに
登録された船舶情報の参照が可能

輸出入及び港湾・空港
関係手続業務の

業務・システム最適化計画
（平成17年12月28日）

次世代シングルウィンドウイメージ図
（平成20年10月予定）

シングルウィンドウ化
（平成15年7月23日）

関係6府省7システムに係る府省共通

ポータルを構築し、次世代シングルウィ

ンドウを実現

平成13年8月の「国際物流改革

プラン」（塩川イニシアティブ）を

受けて、Sea-NACCS（通関情

報処理システム）、港湾EDIシス

テム等関係6府省7システムを

連携・接続し、複数の手続を1回

の入力・送信で可能とするシン

グルウィンドウ化を実現

６００項目 ２００項目

５種類 １種類

１６種類 ８種類

更
な
る
手
続
の
簡
素
化
・
統
一
化

業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

JETRAS
輸出入管理

PQ-
NETWORK
植物検疫

IP-VPN
乗員上陸許可

支援システム

入港手続

検疫所

入港手続

港湾EDI
港湾手続

NACCS
税関手続

外国政府

食肉輸出証明

ANIPAS
動物検疫

FAINS
食品届出

申請者

輸出入
インターフェース

システム

インターネット

専用線

ダイヤルアップ
インターネット

ダイヤルアップ申請者

申請者

専用線等 インターネット

FAINS
食品届出

ANIPAS
動物検疫

申請者

外国政府

検疫所

入港手続

乗員上陸許可

支援システム

入港手続

港湾EDI
港湾手続

PQ-NETWORK
植物検疫

申請者

NACCS
税関手続

JETRAS
輸出入管理

府省共通ポータル

輸出入及び港湾関連手続の簡素化・迅速化への取組状況

輸出入・港湾関連手続の電子化・簡素化に関する政務官会合
（第一回：平成16年9月7日）

（工程表の管理等）
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インターネット

利 用 者

NACCS

専用回線

輸入動植物
検査申請

（動物検疫所）
（植物防疫所）
【農林水産省】

輸出入承認・
許可（確認）

【経済産業省】

食品輸入届

（検疫所）
【厚生労働省】

入港通報
入港届（明告書）

乗員名簿
乗客名簿 等

（検疫所）
【厚生労働省】

乗員上陸許可
支援システム

輸出入関連手続（省庁） 港湾関連手続（省庁）

シングルウィンドウ化

入出港届 等

（港湾管理者）
《国土交通省》

港湾EDI

入出港届
輸出入申告 乗員名簿

乗客名簿
等

（税 関）
【財務省】

入港通報
入出港届
乗員名簿
乗客名簿

（入国管理局）
【法務省】

入港通報
（船舶保安情報）
入出港届 等

（港長・保安部署長）
【海上保安庁】

システム間接続

（港湾関連手続）

港湾EDIシステム、Sea-NACCS、乗員上陸許可支援システム等を連携・

接続し、関係６省の手続をシングルウィンドウ化

平成15年7月23日

港湾関連手続の概要
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簡易な手続の普及により、国際
物流が円滑化する。
→物流コストの削減!!
→国際競争力の強化!!

船舶の入出港に関する手続（入出港、通関、入管、検疫、衛生手続
等）を標準化し、国際海上交通の簡易化・迅速化を図る。

目 的

整備年
IMOにおいて1965年採択、1967年発効。2006年9月時点で107カ国
が締結（日本については2005年11月に発効）。

概 要 船舶の入出港に関する申請書類を原則として9種類に限定
FAL条約と異なる手続等を採用する場合は、IMOへ相違通告する義務

・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・

【FAL条約で規定されている
9種類の書類】

・一般申告書
・貨物申告書
・船用品申告書
・乗組員携帯品申告書
・乗組員名簿
・旅客名簿
・危険物積荷目録
・万国郵便条約に基づき郵便物に
ついて要求される書類
・検疫明告書

ＦＡＬ条約の締結

全体手続の簡素化・画一化

併せて

（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ ｏｎ Ｆａｃｉｌｉｔａｔｉｏｎ ｏｆ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｍａｒｉｔｉｍｅ Ｔｒａｆｆｉｃ ,1965）

FAL条約（国際海上交通簡易化条約）について
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Ｆ
Ａ
Ｌ
条
約
該
当
書
類

（
１
６
種
類
→
８
種
類
）

Ｆ
Ａ
Ｌ
条
約
対
象
外
書
類

（
８
種
類
→
１
種
類
）

港長 ・夜間入港許可申請

入管 ・入港通報
・別添報告書

○ 廃止分（３種類→０種類）

港長 ・停泊場所指定願
・移動許可申請

港湾管理者 ・係留施設許可申請

運輸局 ・油濁損害賠償保障契約情報

海上保安庁 ・SOLAS法に基づく事前通報

○ その他（５種類→１種類）

各官庁統一
申請様式

電子による
申請も可能
に

廃 止

入港前手続様式

各官庁統一申請様式（書類版）策定
【平成１６年末】

入（出）港届

積荷目録

船用品目録

乗組員名簿

旅客名簿

危険物積荷目録

明告書

乗組員携帯品申告書

【平成１７年１１月より】

税関 入（出）港届

入国管理局 入（出）港届

港湾管理者 入港届

港長 入（出）港届

税関 積荷目録

検疫所 積荷目録

税関 船用品目録

税関 乗組員携帯品申告書

税関 乗組員氏名表

入国管理局 乗員名簿

検疫所 乗組員名簿

税関 旅客氏名表

入国管理局 乗客名簿

検疫所 乗客名簿

港長 危険物荷役許可申請

検疫所 明告書

項目数約２００項目数約６００

FAL条約締結を契機とした港湾手続の簡素化・電子化等
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（凡例：■入港～搬入　■搬入～申告　■申告～許可）

（単位：時間）

海上貨物

総所要時間

168 .2時間(7 .0日)

1 4 9 . 9時間(6 .2日)

1 1 6 . 2時間(4 .8日)

9 5 . 1時間(4 .0日)

8 6 . 7時間(3 .6日)

7 3 . 8時間(3 .1日)

6 7 . 1時間(2 .8日)

6 3 . 8時間(2 .7日)

総所要時間

51 .0時間(2 .1日)

8 3 . 5時間(3 .5日)

6 3 . 8時間(2 .7日)

【参考】 　平成13年７月に閣議決定された総合物流施策大綱において「平成17年度までに、輸入コンテナ貨物について、入港から貨物がコ
ンテナヤードを出ることが可能となるまでに必要な時間を２日程度に短縮する」とされているが、上記②の調査結果を見れば、総所要
時間は、2.1日となっており、当該目標は概ね達成されたものと考えられる。

①全貨物

94.5 26.1

45.2

39.4

35.4

35.1

31.1

26.0

26.8

47.6

84.9

63.7

49.5

46.0

37.8

36.8

33.7

19.8

13.1

10.2

5.6

4.9

4.3

3.3

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

第８回

第７回

第６回

第５回

第４回

第３回

第２回

第１回

②コンテナー貨物

26.8

39.7

18.4

33.7

40.2

29.5

3.3

3.6

3.1

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

第8回平均

その他の貨物

コンテナー貨物

第１回
（平成3年）

第8回
（平成18年）

第7回
（平成16年）

第2回
（平成4年）

第3回
（平成5年）

第4回
（平成8年）

第5回
（平成10年）

第6回
（平成13年）

1. 平成13年7月に閣議決定された総合物流施策大綱において「平成17年度までに、輸入コンテナ貨物について、入港から貨物がコンテ
ナヤードを出ることが可能となるまでに必要な時間を2日程度に短縮する」とされているが、上記②の調査結果を見れば、総所要時間は、
2.1日となっており、当該目標は概ね達成されたものと考えられる。

2. 平成17年11月に閣議決定された総合物流施策大綱（2005-2009）においては、「スーパー中枢港湾における船舶入港から貨物引取り
が可能となるまでのリードタイムの1日程度への短縮を目標」とするとされている。

【参考】

凡例：■入港～搬入 ■搬入～申告 ■申告～許可

（単位：時間）

第8回輸入手続所要時間調査

3. 税関においては、従来から主要空港等において夜間休日も職員を常駐する体制を整備していたが、港湾の24時間化等の動きを踏ま
え、平成14年10月から、コンテナー貨物の取扱いの多い一部の官署（6税関8官署）について、執務時間外の一定の時間帯に職員を配
置する通関体制の試行を実施、平成15年7月からは、全国の主要港湾14官署において、執務時間外の通関体制を本格的に実施した。



6

入港手続

IP-VPN
乗員上陸許可
支援システム

検疫所
入港手続

港湾EDI
港湾手続

NACCS
税関手続

外国政府

食肉輸出証明

ANIPAS
動物検疫

PQ-NETWORK

植物検疫

FAINS
食品届出

申請者

輸出入インター
フェース
システム

インターネット

専用線

ダイヤルアップ

インターネット

ダイヤルアップJETRAS
輸出入管理

申請者

申請者

専用線等
インターネット

FAINS

食品届出

植物検疫

ANIPAS
動物検疫

申請書

外国政府
申請書

検疫所

入港手続

乗員上陸許可
支援システム

入国管理手続

港湾EDI

港湾手続

NACCS
税関手続

JETRAS

輸出入管理

府省共通ポータル

PQ-NETWORK

現状 将来（平成20年10月稼働予定）

基本方針 輸出入・港湾手続等に係る窓口の完全一本化

次世代シングルウィンドウの概要

申 請 者

動物・畜産物の
輸出入検査申請

（動物検疫所）
【農林水産省】

輸出入許可・承認
（裏書）

【経済産業省】

食品輸入届

（検疫所）
【厚生労働省】

入港通報
入港届（明告書）

乗員名簿
乗客名簿 等

（検疫所）
【厚生労働省】

輸出入関連手続（省庁） 港湾関連手続（省庁）

シングルウィンドウ化

入出港届
保障契約情報 等

（港湾管理者）
（運輸局）

《国土交通省》

港湾EDI

入出港届
輸出入申告 乗員名簿

乗客名簿

等
（税 関）
【財務省】

入港通報
入出港届
乗員名簿
乗客名簿
（入国管理局）
【法務省】

入港通報
（船舶保安情報）
入出港届 等

（港長・保安部署長）
【海上保安庁】

府省共通ポータル

NACCS
乗員上陸許可
支援システム

輸入植物検査申請

（植物防疫所）
【農林水産省】

イントラネット インターネット

FAINSPQ-NETWORKANIPASJETRAS

次世代シングルウィンドウシステムでカバーされる手続
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次世代シングルウィンドウによる利便性の向上

➢ 申請窓口の明確化

➢ 入力業務の負担軽減

➢ 反復申請の回避

○ 申請者のID・パスワードを統一

○ 申請窓口を一元化

○ 情報提供窓口を一元化

○ データ送信時期を統一

○ 類似業務を統合（入港前の業務：1業務など）

○入力項目名や入力コード等の共通化

各
府
省
の
壁
を
越
え
た
一
元
化
・
共
通
化

次世代シングルウィンドウで実現現行シングルウィンドウの課題

改善

× 各府省毎に申請者のID・パスワードを設定

× 申請窓口が複数存在

× 各府省毎に申請者へ情報提供

× 各府省毎にデータ送信時期を設定

× 各府省に類似業務が存在（入港前の業務：7業務など）

× 各府省毎に入力項目や入力コード等を設定



8

年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年～

輸出入手続
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｼｽﾃﾑ

Sea-NACCS

Air-NACCS

FAINS

ANIPAS

PQ-NETWORK

JETRAS

港湾EDI

乗員上陸許可
支援システム

平成19年4月以降
更改Sea-NACCS開発・試験

平成18年度以降
新機能開発・試験

平成18年度以降
更改JETRAS開発・試験

平成20年4月以降

港湾EDI開発・試験

平成20年4月以降
更改Air-NACCS開発・試験

　　　　　平成19年9月以降
　　　更改ANIPAS稼動

　　　　　平成19年9月以降
　　　更改PQ-NETWORK稼動

平成19年度以降
更改JETRAS稼動

平成20年4月以降
更改FAINS開発・試験

平成20年10月以降
新機能追加港湾EDI稼動

平成22年1月以降
更改FAINS稼動

平成21年10月以降
更改Air-NACCS稼動

平成20年10月以降
更改Sea-NACCS稼動

平成21年4月以降
新機能追加新ANIPAS稼動

平成21年4月以降
最適化植物防疫所総合システム（仮称）稼動

平成19年10月以降
新機能追加乗員上陸許可システム稼動

平成19年10月以降
府省共通ポータル

開発・試験

平成20年10月
府省共通ポータル稼動

（次世代シングルウィンドウ）

平成18年4月以降
更改ANIPAS開発・試験

平成18年4月以降
更改PQ-NETWORK開発・試験

関係システムの更新スケジュール
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出港時（前）に必要な手続出港時（前）に必要な手続

出港
とん税及び特別とん税納付申告（税関）

出港届（税関・入管・港長・港湾管理者）

入港時に必要な手続入港時に必要な手続入港
入港届（税関・入管・港長・港湾管理者）・明告書（検疫）

乗員上陸許可申請（入管）

港湾関連手続（港湾EDI）の概要

入港前に必要な手続入港前に必要な手続

入港前 入港通報（入管・検疫）

係留施設使用許可申請（港湾管理者）

航路通報（海上交通センター）

船舶保安情報（保安部署）

危険物荷役許可申請等（港長）

保障契約情報（地方運輸局）
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経済界、政界より手続の更なる簡素化・ＦＡＬ条約の批准の要請
港湾法の改正（管理者の入出港届様式を法規定し、ＦＡＬ様式義務付け）

平成１１年度

平成１５年度

港湾ＥＤＩシステムの試行的運用開始

港湾関連手続のシングルウィンドウシステムの稼働

港湾管理者毎に異なる様式の簡素化・統一化

港湾ＥＤＩシステムにより一部の港湾管理者への手続が電子化

15年5月 電子情報処理組織として法制化（港湾法第５０条の２）

システム間接続に向けた関係省庁との調整

平成１７年１１月 ＦＡＬ条約等に対応した電子申請受付開始

港湾関連手続の簡素化・電子化に対する港湾局の取り組み

平成２０年１０月 次世代シングルウィンドウシステム（府省ポータル）の稼働開始

更に利便性の高いｼﾝｸﾞﾙｳｨﾝﾄﾞｳ化推進の要請
関係府省による最適化計画の策定

入出港に際し必要な書類は多い時で二十数種類になる。港湾管理者、税関、入管など各官庁への持参が
原則で、船が来るたび、一つ一つ回らなければならない。電子化が進んでいるシンガポールや韓国・釜山な
どと比べると、時間がかかる分、コストもかさむ。

平成８年６月 運輸省（当時）が国内の港湾管理者毎に異なっていた入出港書類の様式を統一、
電算機でデータ交換するＥＤＩシステムの検討開始
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シングルウィンドウおよび港湾ＥＤＩへの要望事項

■「日本版Ｃ－ＴＰＡＴ」 の導入
･ＩＴの徹底活用と輸出者のコンプライアンスの優劣を反映したメリットの付与

■輸出入通関制度の抜本的見直し
・「保税搬入原則」の見直し

・「二段階申告」の原則化

１．輸出入通関制度（財務省）

平成19年改正予定だが部分的見直しでは不十分

■事前準備の段階も含めた処理期間の短縮を図るべき、また料金
体系も見直すべき

■コンプライアンスの優良な事業者に対し、「自己証明」を認めるべき

２．特定原産地証明（経済産業省）

■一回、一箇所に入力するだけで手続が全て完了する 「真のシ
ングルウィンドウシステム」を実現すべき

■近接する港湾間の広域的な連携を強化し、一体的・効率的な運
営を図るべき
■主要港湾については、国のリーダーシップにより、「ポートオー
ソリティ」を実現すべき

３．港湾行政（国土交通省）

■届出書式の統一、ペーパーレス化を実現すべき

■内閣に調整本部を設置し、通商戦略の司令塔として担当大臣を
任命の上、推進すべき
■コンプライアンス基準の整理・統合を図るべき

４．省庁間の連携強化（関係省庁）

･各省ごとに個別の「コンプライアンスプログラム」が設定されている

■一回、一箇所に入力するだけで手続が全て完了する 「真のシン
グルウィンドウシステム」を実現すべき

・現行の「シングルウィンドウシステム」は、各省庁の既存のシステムを単
に接続した状態

・港湾管理者ごとに、申請項目、媒体(電子システム・紙)が異なっている

輸出入および港湾関連手続に関する提言（２００６．１１）
（日本経済団体連合会）

（対応方針）

関係省庁で連
携した様式の
統一化・申請
窓口の一本
化による次世
代シングル
ウィンドウの

実現
（既定方針）

統一モデル様
式の策定と港
湾ＥＤＩ化によ
る次世代シン
グルウィンド

ウへの
機能追加

現行シングル
ウィンドウは
平成１５年に
既存の各府
省のシステム
をとりあえず
接続したもの

（原 因）

港湾管理者手
続は地方自治
体毎に決定さ
れるており、国
の手続に比べ
ると統一が困
難である



次世代シングルウィンドウへの機能追加

次世代シングル
ウィンドウへの
機能追加

港湾管理者への要請

■統一モデル様式の採択
■使用頻度の低い手続の整
理統合

■港湾ＥＤＩ電子申請事項への
追加

■船舶の入出港及び荷役の
手続に係る国による統一モ
デル様式の策定

統一モデル様式の策定

■入出港に必須の手続
（入出港届・係留施設使用
許可申請）

様式の統一化、港湾
ＥＤＩ化（電子申請）対応
済（平成１７年１１月）

■関連手続システム全体の
申請窓口の統一

港湾管理者、税関、入管
等の手続システムについ
て平成２０年１０月までに
申請窓口統一

様式の統一化・申請窓口の一本化

次世代シングル
ウィンドウの実
現

要望に対するシングルウィンドウおよび港湾ＥＤＩの取組
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各システム間の情報共有の現状

船舶情報

貨物・危険物情報

入出港情報

船舶情報

危険物情報

入出港・施設情報

港湾EDINACCS

港湾管理者システム

入出港・施設情報

■ NACCSと港湾EDI間

船舶情報、入出港情報は共有済み

危険物情報については未共有

■ 港湾EDIと港湾管理者

港湾EDIから港湾管理者へは情報提供済み

港湾管理者から港湾EDIへの情報提供は未

■ 港湾管理者間

港湾管理者間での情報共有は未


